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は じ め に  

 人 類 の 文 明 は 数 千 年 に わ た っ て 、 多 様 な 言 語 を 生 み 出 し 、 世 界 に は 約 6 8 0 0 注 2 の 言 語

が 話 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 全 て の 言 語 は 、 世 界 中 の 7 7 億 人 に よ っ て 均 等 に 話 さ れ て

い る わ け で は な い 。 坂 本 は 「 そ の 9 6 パ ー セ ン ト の 言 語 （ 約 6 5 3 0 言 語 ） の 話 し 手 の 総 数

が 世 界 人 口 の わ ず か 4 パ ー セ ン ト に す ぎ な い の に た い し 、 わ ず か 4 パ ー セ ン ト の 言 語

（ 約 2 7 0 言 語 ） の 話 し 手 だ け で 世 界 人 口 の 9 6 パ ー セ ン ト を 占 め て い る 。 」 （ 坂 本

2 0 1 6 ） と 指 摘 し て い る 。 現 在 は 、 約 2 5 0 0 の 言 語 は 危 機 言 語 と し て 位 置 付 け ら れ て お

り 、 今 世 紀 末 （ 2 1 世 紀 の 末 ） に 消 滅 し て し ま う 恐 れ が あ る と 考 え ら れ て い る 注 3 。  

 本 論 文 は 、 ま ず 危 機 言 語 の 課 題 が 近 年 、 注 目 さ れ る よ う に な っ た 背 景 と 現 状 を 述 べ （ 第

I 節 ） 、 言 語 消 滅 の 原 因 を 論 じ る （ 第 I I 節 ） 。 最 後 に 、 な ぜ 言 語 を 守 ら な け れ ば な ら な

い の か を 議 論 し て 、 言 語 消 滅 に よ る 影 響 を 示 す （ 第 Ⅲ 節 ） 。 な お 、 本 論 文 で 定 義 す る 「 言

 
注 1  ユ ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 の 定 義 に よ る 、 手 工 芸 や 祝 祭 の ほ か 、 口 頭 伝 承 の 言 語 も 無 形 文 化 遺 産 の 一

種 で あ る 。  

注 2  世 界 の 言 語 の 数 は 明 確 に 定 め て お ら ず 、 色 々 な 見 解 が あ る が 、 一 般 的 に 6 0 0 0 か ら 7 0 0 0 語 ぐ ら い

あ る と 考 え ら れ る 。 筆 者 は 参 考 論 文 「 危 機 言 語 研 究 の 現 在 」 に 基 づ い て 、 約 6 8 0 0 語 が る あ る と 仮 定

す る 。  

注 3  ユ ネ ス コ の 『 消 滅 の 危 機 に あ る 世 界 の 言 語 地 図  A t l a s  o f  t h e  W o r l d ’ s  L a n g u a g e s  i n  

D a n g e r 』 2 0 0 9 年 版 よ り  
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語 」 と は 、 国 際 連 合 教 育 科 学 文 化 機 関 （ 以 下 、 ユ ネ ス コ ） の 定 義 に 基 づ い て 、 「 言 語 」 と

「 方 言 」 を 区 別 せ ず 、 「 言 語 」 と し て 統 一 し て い る 。  

 

Ⅰ 、 危 機 言 語 研 究 の 背 景 と 現 状  

 危 機 言 語 に 関 す る 研 究 が 多 く な っ た の は 1 9 9 0 年 代 か ら で あ り 、 特 に 1 9 9 2 年 の 国 際 言

語 学 者 会 議 を き っ か け に 、 言 語 消 滅 の 課 題 が 注 目 さ れ る よ う に な っ た 。 そ し て 翌 年 、 ユ ネ

ス コ が 「 危 機 言 語 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 始 動 さ せ た 。 ユ ネ ス コ は 2 0 0 9 年 に 第 3 版 と し て の

オ ン ラ イ ン 版 ア ト ラ ス 注 4 を 公 表 し て い る 。 ユ ネ ス コ の 調 査 に よ る と 、 2 0 1 9 年 の 時 点 で

は 、 2 4 6 4 の 言 語 注 5 が 消 滅 の 危 機 に さ ら さ れ て い る 。 ユ ネ ス コ は 言 語 の 消 滅 危 機 程 度 を 6

つ の 段 階 で 分 け て 、 以 下 の よ う に 示 し て い る ：  

1 .  安 全 ( s a f e ) ： 言 語 が す べ て の 世 代 に よ っ て 話 さ れ て い る 。 世 代 間 の 継 承 に 妨 げ が

な い 。 ＞ ＞ ア ト ラ ス に 表 示 さ れ て い な い 。  

2 .  脆 弱 ( v u l n e r a b l e ) ： ほ と ん ど の 子 供 た ち が そ の 言 語 を 話 し て い る が 、 特 定 の 場 合

に 限 ら れ て い る （ 家 庭 内 し か そ の 言 語 を 使 用 し な い な ど ） 。  

3 .  危 険 ( d e f i n i t e l y  e n d a n g e r e d ) ： 言 語 は も は や 家 庭 で 母 語 と し て 習 得 さ れ て い な

い 。  

4 .  重 大 な 危 機 ( s e v e r e l y  e n d a n g e r e d ) ： 言 語 が 祖 父 母 以 上 の 世 代 で だ け 話 さ れ て い

る 。 親 世 代 で は 理 解 さ れ る と し て も 、 同 世 代 の 人 や 子 供 世 代 と の 間 で 使 用 さ れ な

い 。  

5 .  極 め て 深 刻 ( c r i t i c a l l y  e n d a n g e r e d ) ： 祖 父 母 以 上 の 世 代 で さ え 、 そ の 言 語 を 流 暢

に 話 せ な い 場 合 が 多 い 。  

6 .  消 滅 ( e x t i n c t ) ： そ の 言 語 の 話 者 が い な い 。 ＞ ＞ 1 9 5 0 年 代 以 降 消 滅 し た 言 語 は ア

ト ラ ス に 収 録 さ れ て い る 。  

日 本 で は 、 ア イ ヌ 語 を は じ め 、 八 重 山 語 、 与 那 国 語 、 八 丈 語 、 奄 美 語 、 国 頭 語 、 沖 縄

語 、 宮 古 語 と い っ た 8 つ の 言 語 が 消 滅 の 危 機 に あ る 言 語 と し て 掲 載 さ れ て い る 。 特 に ア

イ ヌ 語 の 話 者 は 僅 か の 1 5 人 に 過 ぎ ず 、 「 極 め て 深 刻 」 に 認 定 さ れ た 。  

 
注 4  第 1 版 は 1 9 9 6 年 に 公 表 さ れ て 、 第 2 版 は 2 0 0 1 年 に 公 表 さ れ た 。 い ず れ も プ リ ン ト 版 だ っ た 。

第 3 版 の プ リ ン ト 版 は 2 0 1 0 年 に 発 行 さ れ た 。  

注 5  1 9 5 0 年 以 降 消 滅 し た 2 2 8 の 言 語 も 含 め る 。  
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出 典 ： 文 化 庁 - 「 消 滅 の 危 機 に あ る 言 語 ・ 方 言  」  

 

Ⅱ 、 言 語 消 滅 の 原 因  
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 フ ラ ン ス 言 語 学 者 ア ジ ェ ー ジ ュ は 、 言 語 を 消 滅 し て い く 道 へ 導 い た 主 な 原 因 を 大 き く 3

つ に 分 か れ て い る 。 そ れ ぞ れ は 1 ） 物 理 的 原 因 、 2 ） 経 済 的 ・ 社 会 的 原 因 、 3 ） 政 治 的 原

因 と 述 べ ら れ て い る 。  

1 )  物 理 的 原 因  

言 語 は 話 者 が 亡 く な り 、 か つ 十 分 な 文 書 記 録 が な い 時 に 消 滅 す る 。 細 か く 分 類 す る

と 、 自 然 災 害 や 大 量 虐 殺 に よ る 話 者 の 消 滅 と 話 者 を 強 制 移 住 さ せ る こ と よ る 部 族 語 の 消 滅

の 2 つ が あ る 。 前 者 の 例 を 挙 げ る と 、 1 9 3 2 年 に エ ル サ ル バ ド ル で 残 酷 な 先 住 民 の 大 虐 殺

に よ り 、 2 万 5 千 人 の 犠 牲 に よ っ て 、 カ カ オ ベ ラ 語 と レ ン カ 語 が 滅 び て し ま っ た 。 後 者 は

オ ー ス ト ラ リ ア や ア メ リ カ の 先 住 民 が 強 制 移 住 さ せ ら れ た 結 果 、 も と の 部 族 語 が 移 住 先 で

使 わ れ な く な り 、 滅 び て ゆ く 例 が あ る 。 （ ア ジ ェ ー ジ ュ 著 ・ 糟 谷 訳  2 0 0 4 ）  

2 )  経 済 的 ・ 社 会 的 原 因  

経 済 活 動 に よ る グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン は 多 言 語 の 習 得 を 促 進 す る と 思 う 人 も い る だ ろ

う 。 し か し 、 2 0 1 4 年 9 月 3 日 の B B C ニ ュ ー ス サ イ ト で 、 「 経 済 成 長 が 言 語 消 滅 を 促 し

た 」 注 6 と い う 、 予 想 に 反 し た 記 事 が 掲 載 さ れ た 。 そ の 記 事 に よ る と 、 経 済 的 に よ り 発 展

し て い る 地 域 （ 北 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パ 等 ） で の 少 数 言 語 が 消 滅 す る 恐 れ は 最 も 高 い と い

う 。 ア ジ ェ ー ジ ュ は 同 じ よ う な 観 点 を 述 べ て 、 ア メ リ カ 合 衆 国 で の 例 を 挙 げ た 。 ア メ リ カ

の 歴 史 で 、 「 ニ ュ ー ・ ネ ー デ ル ラ ン ド 」 と い う 入 植 地 が あ っ た に も か か わ ら ず 、 ニ ュ ー ヨ

ー ク 州 や ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 で オ ラ ン ダ 語 が 消 え て 去 っ た の は 、 経 済 の メ カ ニ ズ ム と 行 政

組 織 の 担 う 言 語 は 英 語 だ か ら だ と い う 。 ま た 、 オ ラ ン ダ 語 だ け で な く 、 ア メ リ カ の 黒 人 コ

ミ ュ ニ テ ィ で も ア フ リ カ の 言 語 も 残 ら な か っ た 。 （ ア ジ ェ ー ジ ュ 著 ・ 糟 谷 訳  2 0 0 4 ）  

経 済 的 に 繁 栄 で あ れ ば あ る ほ ど 、 諸 言 語 の 中 で 経 済 的 な 優 劣 の 差 が つ い て し ま う 場 合

が 多 い 。 そ の 地 域 の 人 た ち は 経 済 メ カ ニ ズ ム の 流 れ に 従 っ て 、 あ る 言 語 し か 話 さ な く な

る 。 や が て 、 そ の 言 語 が 「 強 い 言 語 」 と な り 、 地 域 の 経 済 ・ 社 会 を 支 配 す る よ う に な る の

に 対 し て 、 「 弱 い 言 語 」 が 徐 々 に 話 さ れ な く な る 。  

3 )  政 治 的 原 因  

近 代 国 家 は 国 民 統 一 と い う 目 的 で 、 単 一 言 語 政 策 を 打 ち 出 し 、 少 数 言 語 の 使 用 を 抑 圧

す る こ と が 多 い 。 ア メ リ カ 合 衆 国 で 1 9 世 紀 末 か ら 、 先 住 民 を 「 同 化 」 や 「 文 明 化 」 す る

た め 、 先 住 民 が 学 校 で の 部 落 語 の 使 用 を 禁 止 し て い た 。 先 住 民 は 自 分 た ち の 母 語 の 使 用 は

 
注 6  筆 者 の 訳 。 原 文 は “ E c o n o m i c  s u c c e s s  ' d r i v e s  l a n g u a g e  e x t i n c t i o n ' ” で あ る 。  
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い か な る 未 来 が な い と 思 い 、 次 世 代 に 母 語 を 教 え な く な っ た 。 こ の よ う な 教 育 体 制 は

1 9 7 0 年 代 以 降 に な く な っ た が 、 そ れ に よ る 先 住 民 言 語 へ の 打 撃 は 依 然 深 刻 で あ る 。 （ ア

ジ ェ ー ジ ュ 著 ・ 糟 谷 訳  2 0 0 4 ）  

 

Ⅲ 、 言 語 を 保 護 す る 理 由 と 言 語 消 滅 の 影 響  

「 言 語 が 消 滅 危 機 に 瀕 す る の は 、 そ れ ら の 言 語 は 重 要 で は な く 、 時 代 に 淘 汰 さ れ た か

ら 、 守 ら な く て も い い の だ 」 と い う 考 え 方 を 持 っ て い る 人 は 少 な く は な い 。 し か し 、 言 語

の 消 滅 は 人 間 の 社 会 に ど の よ う な 影 響 を 与 え る の か を 長 期 的 な 視 点 か ら 考 え な け れ ば な ら

な い 。  

言 語 は 人 間 精 神 の 産 出 物 で 、 一 つ 言 語 か ら そ の 文 化 の 歴 史 や 社 会 性 を 見 出 す こ と が で

き る 。 も し 人 間 の 社 会 で は 、 一 つ の 言 語 し か な か っ た と し た ら 、 そ の 単 一 の 言 語 構 造 か ら

人 間 の 精 神 運 動 を 探 究 す る こ と も 限 ら れ て い る 。 個 々 の 言 語 に は 個 別 的 な 特 性 と 独 自 の 表

現 が あ り 、 異 な る 言 語 に 見 え な い 性 質 を 持 っ て い る 。 他 言 語 に 接 触 し た り 、 研 究 し た り す

る こ と に よ っ て 、 人 間 性 を 豊 か に さ せ る こ と が で き る と 言 っ て も 過 言 で は な い 。 言 語 を 失

う こ と と と も に 、 人 間 の 多 様 性 と 創 造 力 も 衰 退 す る と 言 え る だ ろ う 。 ま た 、 学 術 的 視 点 か

ら 考 え る と 、 言 語 学 で 言 語 の 原 理 を 探 究 す る に は 、 で き る 限 り 多 く の 言 語 を 材 料 と し て 参

考 し な け れ ば な ら な い 。 も し 少 数 言 語 が 死 に 絶 え た ら 、 言 語 学 も 危 う い 状 況 に な る だ ろ

う 。  

 

お わ り に  

本 論 文 で は 、 危 機 言 語 の 現 状 を 紹 介 し 、 言 語 消 滅 の ３ つ の 理 由 を 論 じ た 。 そ し て 、 論

点 に な っ て い る の は 、 危 機 言 語 を 保 護 す べ き か ど う か で あ る 。 筆 者 の 見 解 で は 、 文 明 社 会

と い う の は 、 他 言 語 を 消 滅 す る の で は な く 、 維 持 し て 保 護 す る も の で あ る 。 人 間 の 社 会 ・

経 済 活 動 の 下 で 、 絶 滅 の 危 機 に 迫 ら れ た 野 生 生 物 を 保 護 す る の と 同 様 に 、 言 語 の 多 様 性 も

重 要 視 さ れ る べ き で あ る 。 言 語 は あ る 文 化 の 伝 承 手 段 で あ り 、 「 民 族 の D N A  」 に 例 え

ら れ て よ い 。 言 語 が 消 滅 し て し ま う と 、 そ の 文 化 も 消 え る 危 機 に 陥 り 、 人 間 の 社 会 と 人 間

科 学 に と っ て 非 常 に 重 大 な 損 失 で あ る 。  
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